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人権を考える市民の集い
2024

12月7日 土
13：30～15：40（開場13：00）
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栃木市役所● とちぎ岩下の
新生姜ホール
（栃木文化会館・大ホール）

会場地図
とちぎ岩下の新生姜ホール
会　場 （栃木文化会館）

栃木市旭町12-16　TEL　0282-23-5678

◆問合せ先　栃木市生活環境部　人権･男女共同参画課
TEL 0282－21－2161

（１）優秀人権作文朗読・・・・・・13：30～13：50

（２）開会行事・・・・・・・・・・・・・・14：00～14：10
　　　主催者あいさつ　栃木市長
（３）人権講演会・・・・・・・・・・・・14：10～15：40

協　賛　栃木市就業安定対策協議会
主　催　栃木市　栃木市教育委員会

 プロフィール
1957年新潟県に生まれ、中央大学法学部3年在学中に拉
致され、24年間北朝鮮での生活を余儀なくされる。帰国後、
新潟産業大学で嘱託職員、兼非常勤講師として勤務するか
たわら、中央大学に復学。2005年に初訳書「孤将」（こしょ
う）を刊行。
現在は新潟産業大学経済学部特任教授。著書『夢うばわれ
ても拉致と人生』『拉致と決断』『半島へ、ふたたび』など。

～北朝鮮主張の「解決済み」のウソと解決への道を考える～
拉致問題の風化に抗して
演題

〈ご注意〉
お車でお越しになる際は、乗合せのご協力をお願いし
ます。やむを得ず中止とする場合は、栃木市ホーム
ページでお知らせします。

入場無料
定員：1,200人（先着順・自由席）
　　  ̶申込み不要̶
　（手話通訳・要約筆記あり）

栃木市HP↑

  プロフィール
実妹（古川了子）が1973年７月に千葉県市原市の自宅を出
たまま突然失踪。救う会全国協議会は2003年に拉致被害
者と認定した。 2017年5月、特定失踪者家族会（北朝鮮に
よる拉致の可能性を排除できない失踪者家族有志の会）が
発足し、事務局長に就任。 2018年1月、家族会として国際刑
事裁判所（ICC）に北朝鮮による人道の罪を提訴。

栃木市内中学生による

人権作文朗読と
講演

60分

30分

命のあるうちに ひとり残さず取り返す
演題

蓮池　薫さん（新潟産業大学経済学部特任教授） 竹下珠路さん（特定失踪者家族会　事務局長）



人権は、「誰かのこと」
じゃなく、「自分のこと」
として考えよう !

栃木市人権標語応募用紙
作　品

連絡先　　住 所　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　－　　　－

　　　　　   氏 名　　　　　　　　　　　　　　（　　　）歳代 

キ リ ト リ 線

※氏名、住所、電話番号は公表しません。
※入賞者には、記念品を送付します。

（ふりがな）

あなたの考える 「人権」 をぜひ、標語にしてご応募ください。

栃木市
マスコットキャラクター
と ち 介

応 募 資 格    小学生以上だれでも
　

応 募 方 法 　  （1）栃木市人権を考える市民の集い会場（とちぎ岩下の新生姜ホール）

　　　　　　　　　　　　　 ・・・・・・令和6年１２月7日（土）開催時間内　※会場に回収BOXあり

　　　　　　　　　　  （２）人権・男女共同参画課　栃木市役所 本庁舎２階

　　　　　　　　　　　　　 ・・・・・・直接・郵送・FAX・メール可  　令和6年１２月18日（水）まで

（いずれか）

［注意事項等］     （１）　応募の作品は、返却しない。    

　　　　　　　　　　　　（２）　ひとり１作品の応募とする。  

　　　　　　　　　　　　（３）　応募作品は未発表のものに限る。  

　　　　　　　　　　　　（４）　入選作品の著作権は、主催者に帰属する。  

　　　　　　　　　　　　（５）　広報・啓発等に広く使用し、記念品を送付する予定。 

［問 合 せ 先］　  栃木市役所　人権・男女共同参画課　　　TEL：0282－21－2161

　　　　　　　　           〒328-8686　栃木市万町9－25　　　FAX：0282－21－2692

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メール： jinken@city.tochigi.lg.jp 


